
＃163：良い魔術/魔法はない。ハリーポッターは哀れで馬鹿

げた道化師、賛同し楽しむ者は聖書の規定通り(霊的)死罪。 

●ハリーポッター（Harry potter ʸʨʥʴ� ʩʸʠʤ）を検索。最小第一スキッ

プはスキップ数45,782と大きく聖書表面テキスト分析は無理と判断

し、マトリクスのみで調査した。 

●『ハリー・ポッター』シリーズとは  英国の作家Ｊ・Ｋ・ローリングの

フィクションで、テーマは「魔法使いの少年たちと闇の魔法使いとの

戦い」。売り上げは世界で計５億冊以上、映画化もされた。 

●ハリーポッターで問われることとは  

◆「良い魔術・魔法はあるのか？」これに尽きます。奇跡や癒し、信

仰の力は神から来るのであってサタン経由は一つもありません（サタ

ンは生まれながらの嘘つきです）。子供の想像力育成が何よりも大切

と考える人はそもそも信仰者とは言えません。◆「この本の中に出てく

る呪いや呪文は本物で、悪霊を呼び込むおそれがある」とあるカトリッ

ク司教？は言いました。なぜ本物とわかるのかがそもそも疑問です

が、この本は子どもたちがオカルトに参加するための扉を開きます。

実際に図書館からの撤去、学校での禁止図書（欧米）もあります。◆

人々を悪魔崇拝に誘惑する試みは創造以来ずっと継続しています。

キリスト教の信徒伝道者C・S・ルイスのナルニア国年代記『ライオンと

魔女』など私も青年の頃に読んで感動し「キリスト教魔術もあるの

か？」と（無意識に）思いました。白雪姫、シンデレラ、眠れる森の美

女などとは悪の質が段違いです。「ただの娯楽」と、気軽にオカルトに

立ち向かうなどあり得ません。信仰の冠は容易になくなります。ハリ

ウッドは悪魔の門です。すべてのオカルト主義との接触を拒否するべ

きです。良い点もあるからと、悪い点も受け入れるべきとは狂気です。

魔術を使うことすべてが悪いのです。ニューエイジ思想に抵抗なくな

ります。◆ハリーポッターは贖い、光と闇、善と悪、愛、友情などを教

えてくれた、と感動してはいけません。全ての良いことは神からくるの

です。祈祷師、星占い、霊媒、厄払い・・旧約聖書では死罪です。

「占いをする者は、必ず殺されなければならない」（レビ20:27）。軽く

考えると（霊的に）死にます。 

●マトリクス解説 

◆まず「ハリーポッター」の周囲に近接/交差して「ばか者」が二か

所、「愚か者」が一か所の出現です。「ハリーポッターに賛同するもの

は馬鹿」、これが分かりやすい結論です。◆次に説明として「疑わし

い」「でっちあげ（この単語は少し根拠が弱いが）」。◆最終結論として

は「絶望」「不要」。ハリーポッターは最終的に絶望に行き着くもので

不要である。 

この暗号独特な表現の解説 

◆ハリーポッターの上部に、一部重複するかたちで「ローマカトリック」

が暗号化されている。重複の仕方からして重要性を否定できない。い

わば「ハリーポッターの背後団体はローマカトリック」と言っているよう

なもの。ダニエル聖書預言の観点から言っても、「終末の小さな角」

はローマカトリックと考えられる。さらにローマカトリックは裏でハリウッ

ドを後援し、世界中に暴力と殺人と好色と反キリストのプロパガンダを

行っている団体だ。◆そしてローマカトリックに重複して「不要」が暗

号化されているのも頷ける。過去１億人弱の敬虔なキリスト教信者を

虐殺したローマカトリックは不要というより害毒だ。◆ハリーポッターの

ヘブライ語八文字の中に、完全に重複して（内包されて）「哀れさ、み

すぼらしさ」の暗号化がある。「ハリーポッター信者の哀れさ」を改め

てヘブライ語のわかる人には確認しておきたいという神の配慮だろ

う。信者は再臨の婚姻時に白い衣を着るが、これが「みすぼらしい」こ

とは致命的だ。◆さらにさらに、ハリーポッターのヘブライ語の中央部

分には「ウリア」が本文と一緒に暗号化されている。「ウリア」とは、バ

テシェバの夫でダビデ王がバテシェバと結婚するために戦地へ派遣

し、わざと殺されたヒッタイトの将校のことだ。暗号は何が言いたいの

かと言えば「ハリーポッターを躊躇なく受け入れ、聖書の警告を無視

する人間はウリアのように、自分の知らないうちに霊的戦場に送られ

て、知らないうちに大事な命を落とす」ということだと思う。 
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